
平
日
は
３
月
１
５
日
ま

で
事
務
所
で
行
な
っ
て
い

ま
す
。
必
ず
電
話
に
よ
る

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。用

意
す
る
も
の
は
先
月

郵
送
し
た
「
自
主
計
算
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
平
日
夜
間
も
】

日
曜
日
の
相
談
会
や
平

日
五
時
ま
で
事
務
所
に
来

ら
れ
な
い
人
は
、
電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
平
日
夕
方

以
降
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。

【
組
合
費
】

申
告
相
談
は
組
合
費

完
納
が
条
件
で
す
。

【
早
め
の
申
告
を
】

３
月
に
入
る
と
連
日

混
み
ま
す
。
早
め
の
相

談
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
家
族
の
収
入
】

奥
さ
ん
の
収
入
は
下

一
桁
ま
で
正
確
に
調
べ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
同

居
の
子
ど
も
（
バ
イ
ト

等
）
の
収
入
。
国
民
健

康
保
険
税
納
入
金
額
も
。

【
控
除
証
明
書
】

国
民
年
金
、
生
命
保

険
や
地
震
保
険
な
ど
の

控
除
証
明
書
は
申
告
書
に

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
紛
失
し
た
人
は
再

発
行
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
税
務
署
か
ら
の
「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
】

税
務
署
か
ら
小
さ
な

封
筒
か
ハ
ガ
キ
で
送
ら

れ
て
く
る
「
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ
」
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
書
】

申
告
書
は
事
務
所
に
あ

り
ま
す
が
、
税
務
署
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
場
合
は
そ

の
申
告
書
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
昨
年

の
申
告
書
の
控
え
が
あ
る

人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
は
明
細
を
】

医
療
費
控
除
を
受
け

る
に
は
、
領
収
書
で
は

な
く
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
細
に
は
家
族
氏
名
ご

と
に
「
病
院
・
薬
局
」

「
支
払
額
」
「
補
填
額
」

な
ど
を
記
入
し
ま
す
。

生
活
費
を
負
担
し
て

い
る
親
族
の
も
の
で
あ

れ
ば
一
緒
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
対
象
で
す
。

介
護
費
用
、
市
販
薬
も

対
象
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

領
収
書
は
５
年
間
の

保
存
義
務
が
あ
り
ま
す

【
年
金
受
給
者
の
人
は
】

年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
天
引
き
さ
れ

て
い
る
社
会
保
険
料
や
税

金
も
確
認
し
ま
す
。

◎
組
合
費
前
納
割
引

●
減
額
内
容

◎
一
年
分
前
納
者
は
組
合

費
一
か
月
分
を
減
額

◎
半
年
分
前
納
者
は
組
合

費
二
千
円
を
減
額

●
減
額
対
象

二
〇
二
二
年
三
月
末
ま

で
に
納
め
る
二
〇
二
二
年

一
月
分
以
降
の
組
合
費
。

(

組
合
費
月
額
四
千
円
の

組
合
員
の
み)

日
曜
相
談
会

●
二
月
十
三
日(

日)

・
午
前
九
時
～
午
後
三
時

◎
場
所

県
西
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

【
茨
城
県
筑
西
市
野
殿
１

３
７
１
】

●
二
月
二
十
日(

日)

・
午
前
九
時
～
午
後
三
時

◎
場
所

鹿
沼
市
清
洲
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
鹿
沼
市
深
程
１
１
６-

１
】

●
二
月
二
十
七
日(

日)

・
午
前
九
時
～
午
後
三
時

◎
場
所

栃
木
市
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

【
栃
木
市
今
泉
町
１-

２-

７
】

●
三
月
六
日(

日)

・
午
前
九
時
～
午
後
三
時

◎
場
所

組
合
事
務
所

【
佐
野
市
吉
水
駅
前
１-

２-

１
】

※
完
全
予
約
制
で
す
。
希

望
者
は
早
め
に
電
話
を
。

２０２２年１月２５日 Ｎｏ２４２

◎
税
務
署
は
申
告
書(

大
き
な
封
筒)

は
郵
送
し
ま
せ
ん
。
申
告
書
は
組
合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
申
告
し
た
人
に
は
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」(

小
さ
な
封
筒
か
ハ
ガ
キ)

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
相
談
時
に
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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◎コロナ支援金自力で申請する人は「経済産業省HP」→「新型コロナウイルス支援」→「事業復活支援金」で検索してみてください。

確
定
申
告
相
談
と
合
わ

せ
て
組
合
員
紹
介
運
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い

な
い
ダ
ン
プ
・
運
輸
・
建

設
関
連
の
知
人
を

組
合
に
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

昨
年
か
ら
軽
貨

物
個
人
事
業
主
の

組
合
加
入
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

対
象
者
の
自
宅
、

職
場
を
訪
問
し
て

詳
し
い
説
明
を
す

る
こ
と
も
可
能
で

す
。ご

協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

『
労
災
保
険
加

入
の
取
り
組
み
』

労
災
保
険(

一
人
親
方)

は
四
月
か
ら
新
年
度
で
す
。

年
々
労
災
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

組
合
員
が
労
災
保
険
に
加

入
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

『
二
月
～
三
月
は
新

規
、
継
続
加
入

月
間
で
す
』

今
月
の
機
関
紙
に

同
封
し
て
い
る
労

災
保
険
の
チ
ラ
シ

を
ご
一
読
い
た
だ

き
組
合
事
務
所
ま

で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

今
年
も
感
染
対
策
を
継
続
し
、
１
月
か
ら
確

定
申
告
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
相
談
は
予
約
制
で
す
。

公
民
館
等
で
の
日
曜
相
談
会
は
、
今
後
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
会
場
が
使
用
中
止
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
可
能
な
人
は
平
日
事

務
所
で
の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
来
所
の
際
は
、
検
温
、
マ
ス
ク
、
消
毒
を
お

願
い
し
ま
す
。

③
組
合
職
員
は
日
常
生
活
に
お
い
て
も
感
染
防

止
に
努
め
、
期
間
中
は
抗
原
検
査
等
を
行
い

ま
す
。
職
員
に
陽
性
反
応
が
出
た
場
合
、
予

約
の
変
更
等
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
事
業
復
活
支
援
金
】

◎
対
象
者

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
０
２
１
年

１
１
月
か
ら
２
０
２
２
年
３
月

の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
が
、

２
０
１
８
年
１
１
月
か
ら
２
０

２
１
年
３
月
ま
で
の
任
意
の
同

じ
月
の
売
上
と
比
較
し
５
０
％

以
上
ま
た
は
３
０
％
か
ら
５
０

％
減
少
し
た
事
業
者

◎
給
付
額(

個
人)

上
限
額

売
上
減
少
率
５
０
％
超

５
０
万
円

売
上
減
少
率
３
０
％
～

５
０
％

３
０
万
円

◎
地
域
・
職
種
は
問
い
ま
せ
ん
。



２０２２年１月２５日 Ｎo２４２
◎
確
定
申
告
は
税
金
の
使
わ
れ
方
を
考
え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
防
衛
費
は
つ
い
に
６
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
憲
法
違
反
の
「
敵
基
地
攻
撃
」
に
転
用
で
き
る
最
新
兵
器
を
米
国
か
ら
ほ
ぼ
言
い
値
で
爆
買
い
で
す
。
国
民
は
も
っ
と
怒
ろ
う
！

◎組合では組合員のコロナワクチン接種をサポートしています。予約等希望する人はご相談ください。

【
ダ
ン
プ
支
部

山
本
直
樹
さ
ん
】

青
森
県
深
浦
町
出
身
の

山
本
さ
ん(

５
３)

。
子
供

の
こ
ろ
か
ら
漁
師
の
父
親

と
海
に
出
て
い
ま
し
た
。

「
俺
が
子
供
の
頃
は
ウ

ニ
も
ヤ
リ
イ
カ
も
う
ん
と

獲
れ
た
。
中
学
の
頃
ヤ
リ

イ
カ
一
か
月
で
３
２
０
０

万
位
売
上
あ
っ
た
こ
と
も

こ
と
も
あ
る
。
歩
合
制
だ

か
ら
数
百
万
。
ウ
ニ
も
単

価
が
よ
く
て
あ
の
辺
の
漁

師
で
『
ウ
ニ
御
殿
』
た
て

る
人
も
い
た
」
。

☆

☆

☆

☆

「
一
番
変
わ
っ
た
の
は

昭
和
５
８
年
の
日
本
海
中

部
地
震(

青
森
、
秋
田
、

山
形
の
日
本
海
側
で
津
波

に
よ
る
死
者
１
０
４
人)

。

津
波
で
海
の
中
が
す
っ
か

り
変
わ
っ
た
。
最
近
は
温

暖
化
で
赤
潮
の
影
響
が
ひ

ど
い
。
も
う
ウ
ニ
は
ダ
メ
。

昔
み
た
い
に
獲
れ
れ
ば
栃

木
に
来
て
ダ
ン
プ
に
乗
る

こ
と
も
な
か
っ
た
ね
」
。

☆

☆

☆

☆

「
親
父(

８
１)

は
ま
だ

現
役
の
漁
師
。
毎
朝
５
時

か
ら
一
人
で
船
に
乗
っ
て

る
。
こ
の
前
ヒ
ー
タ
ー
付

防
寒
具
送
っ
た
ら
喜
ん
で

た
な
。
今
獲
る
の
は
さ
ざ

え
と
あ
わ
び
。
年
取
っ
て

て
も
み
ん
な
親
父
に
は
か

な
わ
な
い
。
一
人
で
何
箱

も
獲
っ
て
く
る
か
ら
。
長

年
の
経
験
で
い
る
場
所
を

知
っ
て
る
か
ら
な
。
獲
っ

た
の
は
道
の
駅
『
ふ
か
う

ら
い
か
焼
き
村
』(

国
道

１
０
１
号
線
沿
い)

に
出

し
て
る
。
結
構
観
光
客
が

来
る
ん
だ
。
で
も
去
年
は

コ
ロ
ナ
で
ダ
メ
だ
っ
た
な

あ
。
早
く
落
ち
着
い
て
ほ

し
い
よ
」
。

組合に深浦産あわびを持ってきてくれた山本さん

◎
昨
年
組
合
員
に
対
す
る

税
務
調
査
は
、
栃
木
税
務

署
１
件
佐
野
税
務
署
２
件

鹿
沼
税
務
署
１
件
館
林
税

務
署
１
件
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
申
告
内
容
を
見
る
と
、

消
費
税
の
免
税
事
業
者

(
売
上
一
千
万
円
以
下)

が
２
名
、
あ
と
の
３
名
も

失
礼
な
が
ら
「
高
収
入
」

と
は
言
え
な
い
レ
ベ
ル
。

佐
野
の
一
件
は
調
査
の
結

果
「
是
認
」
つ
ま
り
申
告

内
容
に
問
題
が
な
か
っ
た

と
い
う
結
論
に
。

◎
税
務
署
は
何
を
根
拠
に

調
査
対
象
を
抽
出
し
て
い

る
の
か
。
ま
さ
か
「
無
作

為
」
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

調
査
対
象
に
な
っ
た
組

合
員
は
家
族
も
含
め
大
変

な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
す
。

ま
さ
に
人
権
問
題
で
す
。

◎
政
府
は
令
和
５
年
１
０

月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

を
導
入
し
、
売
上
に
関
係

な
く
全
個
人
事
業
者
か
ら

消
費
税
を
徴
収
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
「
イ
ン
ボ

イ
ス
中
止
」
納
税
者
の
権

利
を
主
張
し
よ
う
。

昨
年
末
ワ
ケ
あ
っ
て
岩
手

県
岩
泉
町
に
行
っ
た
際
遭
遇

し
た
「
い
す
ゞ
Ｔ
Ｗ(

テ
ー

ダ
ブ)

」
。
１
９
５
１
年
か

ら
１
９
８
６
年
ま
で
フ
ル
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
な

く
生
産
さ
れ
た
日
本
最
後
の

ボ
ン
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ッ
ク
で
す
。

３
軸
全
輪
駆
動
で
急
峻
な
山

間
部
悪
路
で
の
走
破
性
は
史

上
最
強
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
は
現
役
車
は
ほ
ぼ

絶
滅
で
す
が
、
林
業
の
町
岩

泉
で
は
、
山
か
ら
切
り
出
し

た
木
材
を
運
搬
す
る
た
め
ま

だ
数
十
台
の
Ｔ
Ｗ
が
働
い
て

い
ま
す
。

1951年からこの形。カッコいい！欲しい！

昨
年
７
月
静
岡
県
熱
海

市
で
発
生
し
た
盛
土
崩
落

災
害
を
契
機
に
、
内
閣
府

は
「
盛
土
に
よ
る
災
害
の

防
止
に
関
す
る
検
討
会
」

を
開
催
、
昨
年
末
提
言
を

発
表
し
ま
し
た
。

政
府
は
こ
の
提
言
を
踏

ま
え
、
盛
土
に
対
す
る
新

た
な
法
案
を
３
月
国
会
に

提
出
す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
法
律
に
は
、
規

制
の
強
化
等
、
今
後
の
建

設
・
ダ
ン
プ
業
界
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

提
言
で
は
危
険
な
盛
土

の
発
生
を
防
止
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
全
国
一
律
の

ル
ー
ル
を
つ
く
り
規
制
を

強
化
す
る
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
責
任
の

所
在
の
明
確
化
」
と
し
て

土
地
所
有
者
等
の
安
全
管

理
責
任
の
明
確
化
や
罰
則

の
強
化
な
ど
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
「
安
全
性
の

確
保
」
と
し
て
、
現
在
各

県
や
市
で
定
め
て
い
る
施

工
の
安
全
基
準
に
つ
い
て

は
統
一
化
が
必
要
と
し
て

ま
す
。

提
言
で
注
目
す
べ
き
は

『
建
設
工
事
か
ら
発
生
す

る
土
の
搬
出
先
の
明
確
化
』

と
し
て
「
元
請
業
者
に
よ

る
建
設
発
生
土
の
搬
出
先

の
明
確
化
」
「
公
共
工
事

の
発
注
者
に
よ
る
建
設
発

生
土
の
搬
出
先
の
明
確
化
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
で

す
。
問
題
は
こ
こ
を
ど
う

法
制
化
す
る
か
で
す
。

残
土
の
不
適
正
処
分
の

背
景
に
は
元
請
の
「
丸
投

げ
体
質
」
が
あ
り
ま
す
。

処
分
代
を
叩
き
、
残
土
を

誰
が
ど
こ
に
処
分
す
る
の

か
元
請
は
無
関
心
で
す
。

熱
海
市
崩
落
災
害
以
降
、

残
土
運
搬
に
関
わ
る
組
合

員
は
深
刻
な
処
分
場
不
足

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

公
共
団
体
が
適
正
に
管

理
す
る
処
分
場
の
確
保
が

不
可
欠
で
あ
り
、
末
端
の

労
働
者
に
ま
で
適
正
な
処

分
費
用
が
支
払
わ
れ
る
仕

組
み
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

そ
れ
を
担
保
す
る
の
が

「
発
注
者
・
元
請
責
任
」

の
法
制
化
で
す
。

組
合
で
は
関
係
す
る
国

会
議
員
に
組
合
員
の
声
を

届
け
ま
す
。
ぜ
ひ
意
見
を
。

昨
年
発
生
し
た
組
合
員

の
労
災
事
故
件
数
は
２
１

件
。
近
年
に
な
い
多
さ
で

す
。
最
も
多
い
の
は
運
転

席
や
ハ
シ
ゴ
か
ら
の
転
落

事
故(

１
２
件)

で
す
が
、

現
場
等
で
の
転
倒
事
故
も

増
え
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】

安
田
芳
江
さ
ん
は
昨
年

９
月
、
砕
石
工
場
台
貫
が

雨
で
濡
れ
て
い
た
た
め
足

を
滑
ら
せ
て
転
倒
し
腰
椎

捻
挫
に
。
安
静
に
し
て
い

れ
ば
痛
み
が
治
ま
る
と
考

え
自
宅
で
静
養
し
て
い
ま

し
た
が
、
日
に
日
に
痛
み

が
強
く
な
り
、
歩
く
の
も

困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

通
院
を
続
け
痛
み
止
め

を
飲
め
ば
乗
用
車
の
運
転

は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
の
副
作
用
で
眠
く
な

る
た
め
ま
だ
仕
事
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
事
例
２
】

藤
田
正
勝
さ
ん
は
雪
の

降
っ
た
翌
日
、
プ
ラ
ン
ト

内
サ
イ
ロ
の
手
前
が
凍
結

し
て
い
た
た
め
ス
コ
ッ
プ

で
除
雪
作
業
を
し
て
い
た

際
、
足
を
滑
ら
せ
て
転
倒

し
骨
盤
を
骨
折
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
入
院
治
療
と

な
り
ま
し
た
。

降
雪
時
に
は
交
通
事
故

も
多
く
慎
重
な
行
動
が
求

め
ら
れ
ま
す
。


